
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  極点処理結果のＰＯＬデータからＯＤＦ解析 

  （RAWデータは ASC変換後一括処理） 
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概要 

 Ｒｉｇａｋｕ－ＲＩＮＴシリーズで極点処理した結果は拡張子がＰＯＬのバイナリーデータで 

   保存されています。 

   このデータから市販のＯＤＦ解析ソフトウエアでＯＤＦ解析を行う場合、 

   Ｒｉｇａｋｕのアスキー変換ソフトウエアでＴＸＴ変換を行えば、ＯＤＦ解析が可能になります。 

   ＲＡＷデータの場合は、RINT2000形式によるＡＳＣからＣＴＲ処理を勧めます。 

 

方法 

 ｒａｗデータを生極点処理を行うとｐｏｌデータが作成される。 

  

    

ＰＯＬデータからＴＸＴデータに変換 

  

 



ＴＸＴに変換 

  

 ＴＸＴデータは（β、強度）の並びでα角度は登録されません。 

 

変換したＴＸＴデータを読み込みＯＤＦ入力データを作成 

  

  とりあえず、α範囲は７５度で極点図の中心（0度）から 75度のデータとして読み込み 

  修正を可能にしています。 



各種ＯＤＦデータに変換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＲＡＷデータからＡＳＣ変換 

  

  

 

 

 

 



ＡＳＣデータからＣＴＲソフトウエアによる一括極点処理（ＢＧ，ＲＤ，吸収、defocus、最適 Rp%） 

 

 

 各種ＯＤＦ向けファイルが作成される。 

Calcで一括処理 

 

ODFで計算された TXT2 

データを PFtoODF3に渡す 

 

 

Optionで ODFを特定し 

Saveで ODF用ファイルが 

作成される。 

 


